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ら
「
高
市
外
し
」
で
は
な
い
か
と
の
疑

問
が
出
さ
れ
た
。
岸
田
氏
の
跡
を
確
実

に
狙
う
と
み
ら
れ
る
高
市
氏
を
目
立
た

な
い
位
置
に
置
こ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
疑
惑
で
あ
る
。
安
倍
晋

三
元
首
相
周
辺
か
ら
は
、
高
市
氏
を
財

務
相
か
外
相
の
重
要
閣
僚
、
ま
た
は
幹

事
長
職
、
あ
る
い
は
内
閣
で
常
に
記
者

会
見
を
開
き
国
民
へ
の
露
出
度
が
高
い

官
房
長
官
ポ
ス
ト
に
就
け
る
べ
き
と
の

要
望
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党

三
役
と
は
い
え
政
府
の
役
職
で
は
な

く
、
国
民
へ
の
存
在
を
示
し
に
く
い
党

務
に
回
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
今
回
の
党
公
約
作
成
で
高

市
氏
が
果
た
し
た
役
割
を
見
る
と
、
今

後
の
自
民
党
の
方
向
付
け
を
見
事
に

果
た
し
た
こ
と

で
、
ま
さ
に
適

材
適
所
で
あ
っ

た
、
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

高
市
氏
に
は
米

国
国
会
の
下
院

議
員
の
元
で
、

立
法
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
い
た

キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
た
め
だ
。
国
際
的
視

野
で
国
法
を
作
る
能
力
が
あ
る
。

　
こ
の
公
約
が
選
挙
の
結
果
と
し
て
国

民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
は
自
民
党
に

と
っ
て
の
試
金
石
と
な
る
が
、
高
市
氏

に
と
っ
て
も「
次
期
首
相
」に
向
け
て
の

ハ
ー
ド
ル
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
共
産
と
組
ん
だ
立
民
に
連
合
反
発

　

一
方
、
野
党
側
は
、
立
憲
民
主
党
、

共
産
党
、
社
民
党
、
れ
い
わ
新
選
組
の

４
党
が
９
月
８
日
に
市
民
連
合
の
「
衆

議
院
選
挙
に
お
け
る
野
党
共
通
政
策
の

提
言
」
に
合
意
、
２
１
３
選
挙
区
で
野

党
系
一
本
化
を
実
現
し
た
。
し
か
し
、

立
民
の
枝
野
幸
男
代
表
は
、
政
権
交
代

し
た
際
に
は
「
単
独
政
権
」
に
す
る
と

言
明
、共
産
と
は
「
限
定
的
閣
外
協
力
」
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総
裁
選
の
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
早

期
の
総
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
自
民
党
は
10

月
12
日
、
高
市
早
苗
政
調
会
長
が
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
経
済
、
防
衛

な
ど
を
８
本
の
柱
に
ま
と
め
ら
れ
た
政

権
公
約
を
記
者
発
表
し
た
。

　

高
市
氏
は
冒
頭
挨
拶
で
、「
国
の
究

極
の
使
命
は
、
国
民
の
皆
様
の
生
命
と

財
産
を
守
り
抜
く
こ
と
、
領
土・領
海・

領
空
・
資
源
を
守
り
抜
く
こ
と
、
国
家

の
主
権
と
名
誉
を
守
り
抜
く
こ
と
」
と

公
約
の
目
的
を
力
説
し
た
。
こ
の
発
言

は
、
自
身
の
総
裁
選
出
馬
記
者
会
見
の

時
と
ほ
ぼ
同
一
文
言
で
、
党
の
公
約
の

中
に
、
個
人
の
公
約
に
お
け
る
高
市
氏

の
政
治
姿
勢
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
党
の
公
約
作
成
は
、
総
裁
で
も
幹
事

長
で
も
な
く
、
政
調
会
長
の
重
要
な
役

割
で
あ
り
、
高
市
氏
は
そ
の
立
場
を
フ

ル
に
活
用
し
て
、
思
い
切
り
高
市
カ
ラ

ー
を
盛
り
込
ん
だ
。
作
成
過
程
で
は
岸

田
総
裁
（
首
相
）
と
緊
密
に
連
絡
を
と

り
、
了
承
を
得
な
が
ら
進
め
た
と
し
な

が
ら
も
、
作
成
実
務
の
主
導
権
を
握
っ

て
党
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
公
約
を

作
り
上
げ
、
自
民
党
の
方
向
性
を
打
ち

出
し
た
。
総
裁
選
に
続
き
、
政
治
の
方

向
性
を
左
か
ら
右
へ
シ
フ
ト
す
る
、
ゲ

ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。

の
立
場
を
貫
く
と
し
た
。
し
か
し
、
共

産
の
協
力
を
え
て
立
民
が
議
席
を
増
や

し
た
場
合
、
共
産
の
「
侵
攻
」
が
政
策

面
で
強
化
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。
今

回
の
合
意
は
、
将
来
「
社
会
主
義
革

命
」
を
目
論
む
共
産
が
事
前
に
打
ち
出

す
「
民
主
統
一
戦
線
」
戦
略
の
下
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
だ
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
立
民
の
支
持
母
体

で
あ
る
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連

合
）
の
芳
野
友
子
会
長
が
「
共
産
党
の

考
え
方
は
、
連
合
と
し
て
は
到
底
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
立
民
と
共
産
と

の
接
近
を
批
判
。
こ
れ
を
受
け
て
全
ト

ヨ
タ
労
働
組
合
連
合
会
（
全
ト
、
35
万

８
千
人
）
が
立
民
離
れ
を
表
明
、
愛
知

11
区
の
立
民
の
古
本
伸
一
郎
前
衆
院
議

員
が
不
出
馬
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
連

合
の
中
に
は
自
公
と
連
携
を
深
め
る
労

組
が
出
て
き
て
、
共
産
と
組
ん
だ
立
民

に
対
す
る
労
組
の
視
線
は
厳
し
く
な
っ

た
。

　
立
民
の
公
約
は
、「
格
差
の
是
正
」「
一

億
総
中
流
社
会
」「
消
費
税
の
引
き
下

げ
」「
富
裕
層
の
金
融
課
税
強
化
」「
分

配
を
最
優
先
と
す
る
経
済
政
策
」「
普

天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
中
止
」
な

ど
共
産
の
公
約
と
あ
ま
り
違
い
が
な

い
。
た
だ
、
日
米
安
保
条
約
、
自
衛
隊

の
憲
法
上
の
解
釈
、
皇
室
に
つ
い
て
は

異
な
る
。立
民
と
共
産
の
協
力
関
係
は
、

ま
さ
に
二
律
背
反
の
「
立
憲
共
産
党
」

と
も
い
う
べ
き
だ
。

　
「
自
由
民
主
主
義
の
思
想
で
運
営
さ

れ
る
政
権
と
、
共
産
主
義
が
初
め
て
入

っ
て
く
る
政
権
と
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か

と
い
う
政
権
選
択
だ
」

　
自
民
の
甘
利
明
幹
事
長
は
今
回
の
選

挙
を
こ
う
位
置
付
け
た
。

　
実
現
不
可
能
に
近
い
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

公
約
を
盛
り
込
ん
だ
野
党
連
合
を
選
ぶ

か
、
現
実
的
で
実
現
可
能
性
の
高
い
公

約
を
掲
げ
た
自
公
政
権
を
選
ぶ
か
。
共

産
が
政
権
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
政

権
を
決
し
て
選
択
し
て
は
な
ら
な
い
。

り
組
ん
で
き
た
海
外
か
ら
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
か
ら
の
防
御
な
ど
の
安
全
保
障
の

強
化
に
も
重
点
が
置
か
れ
た
。

　
ま
た
、
防
衛
費
に
つ
い
て
は
、
根
拠

の
な
い
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の

１
％
枠
し
ば
り
」
に
と
ら
わ
れ
ず
２
％

以
上
を
目
標
に
増
額
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
急
激
な
軍
拡

に
よ
る
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
一
方
的

な
現
状
変
更
な
ど
、
激
変
す
る
安
全
保

障
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、
わ
が
国
自

身
の
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
た

め
で
あ
る
。
こ
こ
で
、「
中
国
」
と
い

う
国
名
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

外
交
で
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」の
一
層
の
推
進
に
向
け
、

日
米
同
盟
を
基
軸
に
、
豪
、
印
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
、
欧
州
、
台
湾
な
ど
自
由
と
民

主
主
義
、
人
権
と
法
の
支
配
と
い
う
普

遍
的
価
値
を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
連
携
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
台
湾
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
加
盟
申
請
を

歓
迎
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

総
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
応
援

す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、

タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
た
「
台
湾
」
の
名

称
を
明
示
し
て
、
本
気
で
取
り
組
む
姿

勢
を
見
せ
た
。

　「
次
期
首
相
」へ
の
試
金
石

　
総
裁
選
後
の
党
人
事
で
、
岸
田
総
裁

に
よ
っ
て
高
市
氏
が
政
調
会
長
に
任
命

さ
れ
た
と
き
、
一
部
自
民
党
重
鎮
ら
か

公
約
と
も
言
え
た
「
令
和
版
所
得
倍
増

計
画
」
は
、
党
公
約
に
は
盛
り
込
ま
れ

な
か
っ
た
。

　
高
市
氏
は
同
日
の
記
者
会
見
で
「
政

策
は
実
現
で
き
て
こ
そ
。
絵
に
描
い
た

餅
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、「
実

行
力
、
実
現
力
を
い
ず
れ
の
政
党
が
持

っ
て
い
る
の
か
、（
投
票
の
）
判
断
材

料
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
暗
に
野

党
の
口
だ
け
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
公
約
を
批

判
し
た
。

　
岸
田
首
相
に
気
を
つ
か
う
立
場
な
ら

ば
、
所
得
倍
増
政
策
な
ど
は
魅
力
的

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
ト
ッ
プ
に
掲
げ
て

も
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が

耳
に
心
地
い
い
だ
け
で
実
現
性
の
低
い

も
の
だ
と
判
断
し
た
（
高
市
氏
に
近
い

筋
）。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も「
高

市
公
約
」は
実
行
の
伴
う
も
の
で
あ
り
、

信
頼
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
経
済
安
保
と
防
衛
政
策
が
特
徴

　
他
党
や
過
去
の
自
民
党
公
約
に
比
し

て
、
今
回
総
選
挙
公
約
で
最
も
特
徴
的

な
の
は
、
経
済
安
全
保
障
と
防
衛
政
策

で
あ
る
。

　
経
済
安
全
保
障
に
は
、
機
微
技
術
漏

洩
の
防
御
と
技
術
開
発
支
援
が
含
ま
れ

る
。「
大
胆
な
危
機
管
理
投
資
・
成
長

投
資
」
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
、「
安
全
が

確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

や
Ｓ
Ｍ
Ｒ
（
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
）
の

地
下
立
地
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
投
資
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
」

と
記
さ
れ
た
。
高
市
氏
が
こ
れ
ま
で
取

げ
て
い
た「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
」

を
盛
り
込
む
こ
と
。
そ
の
要
望
は
受
け

入
れ
た
が
、
総
裁
選
で
岸
田
氏
の
目
玉

　
高
市
氏
に
よ
る
と
、
当
初
の
高
市
原

案
に
対
し
、
岸
田
首
相
側
か
ら
注
文
が

つ
い
た
の
は
、
岸
田
氏
が
総
裁
選
で
掲

　
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
19
日
公
示
、
31
日
投
開
票
の
日
程
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
与
野
党
は
、
選
挙
公
約
を
発

表
、
定
数
４
６
５
（
う
ち
小
選
挙
区
２
８
９
、
比
例
代
表
１
７
６
）
の
議
席
を
は
げ
し
く
争
う
。
今
回
選
挙
は
、
選
挙
区

で
野
党
第
一
党
の
立
憲
民
主
党
が
共
産
党
を
含
む
野
党
連
合
の
候
補
一
本
化
戦
略
を
と
っ
た
た
め
、
岸
田
文
雄
新
総
裁
率

い
る
自
民
党
と
の
一
騎
打
ち
選
挙
区
が
多
く
、
全
国
的
に
鍔
迫
り
合
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
自
民
は
、
９
月
29
日
の

総
裁
選
挙
で
頭
角
を
現
し
た
高
市
早
苗
政
調
会
長
の
政
策
を
盛
り
込
ん
だ
公
約
で
、
有
権
者
に
党
の
真
意
を
問
い
正
し
た
。

共
産
党
と
組
ん
だ
野
党
一
本
化
の
選
挙
戦
略
に
騙
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

政権選択選挙

「自民党政権公約」を発表する高市早苗氏（高市早苗公HPより）

自
由
民
主
主
義
か
、共
産
党「
民
主
統
一
戦
線
」か

自
民
の
指
針
示
し
た「
高
市
公
約
」

自
由
國
民
新
聞
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事
実
上
共
産
党
が
主
導
す
る
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
は
革
新
共
闘
体
制
で
、
立
憲

民
主
２
人
（
３
、４
区
）、共
産
（
１
区
）、

社
民
（
２
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
１
人
擁
立

す
る
。
前
回
２
０
１
７
年
の
衆
院
選
は

１
～
３
区
で
革
新
候
補
が
勝
利
し
、
４

区
の
西に

し
め銘
恒
三
郎
沖
縄
担
当
相
＝
自
民

＝
が
接
戦
を
制
し
た
の
み
だ
。

　
当
時
は
、「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
宜

野
湾
市
）の
名
護
市
辺
野
古
移
設
反
対
」

で
知
事
に
当
選
し
た
翁
長
雄
志
氏
が
立

党
現
職
市
議
２
人
を
落
選
に
追
い
込

み
、
保
革
逆
転
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
連
合
は
、「
尊
皇
愛
国
」「
反
共

救
国
」「
保
守
団
結
」「
国
際
連
帯
」

を
目
標
に
し
て
、
日
本
と
世
界
の
平

和
と
自
由
、
繁
栄
と
幸
福
の
実
現
の

た
め
に
献
身
的
努
力
し
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支

援
を
賜
れ
ば
、
幸
甚
に
存
じ
上
げ
ま

す
。

　

令
和
３
年
10
月
吉
日

　
　
　

自
由
国
民
連
合

　
　
　
　

事
務
総
長　

松
永
純
宗

　

ご
寄
付
の
御
礼

　

自
由
国
民
連
合
の
設
立
以
来
、
当

連
合
の
活
動
に
対
し
て
、
日
頃
か
ら

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
那
覇
市
議
会
選
挙
支
援

の
た
め
に
、
皆
様
に
は
並
々
な
ら
ぬ

ご
寄
付
を
賜
り
、
ご
芳
志
の
ほ
ど
誠

に
有
難
く
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
お
陰
様
で
、
自
国
連
と
し
て
保

守
団
体
と
連
携
し
て
選
挙
運
動
に
全

力
で
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
保
守

陣
営
が
多
数
当
選
し
た
一
方
、
共
産

の
屋
良
朝と

も
ひ
ろ博
氏
（
59
）
＝
立
民
＝
に
、

新
人
で
元
参
院
議
員
で
沖
縄
担
当
相
を

務
め
た
島
尻
安あ

い
こ
伊
子
氏
（
56
）
＝
自
民

＝
が
挑
む
。
19
年
の
衆
院
補
選
で
は
、

島
尻
氏
は
、
知
事
選
に
出
馬
し
た
玉
城

氏
の
後
継
と
し
て
無
所
属
で
出
馬
し
た

屋
良
氏
に
敗
北
し
た
。
今
回
は
、
菅
義

偉
前
首
相
が
現
地
入
り
し
、
島
尻
氏
応

援
に
駆
け
付
け
、
経
済
振
興
の
必
要
性

を
訴
え
た
。
あ
く
ま
で
基
地
移
設
反
対

に
固
執
す
る
の
か
、
未
来
の
経
済
復
興

を
目
指
す
の
か
、
有
権
者
の
選
択
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　
前
回
の
衆
院
選
で
唯
一
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
勢
力
が
敗
れ
た
４
区
は
米
軍
基
地

が
な
い
沖
縄
本
島
南
部
と
離
島
地
域
か

ら
な
る
。
元
自
民
の
那
覇
市
議
で
、
翁

長
雄
志
前
知
事
を
保
守
側
か
ら
支
え

た
金
城
徹
氏
＝
立
民
＝
を
立
て
て
、
保

守
票
の
取
り
込
み
を
狙
う
。
一
方
、
西

銘
氏
は
現
職
閣
僚
と
し
て
負
け
ら
れ
な

い
戦
い
に
な
る
。
宮
古
島
と
石
垣
島
へ

の
陸
上
自
衛
隊
配
備
計
画
を
め
ぐ
っ
て

は
、
西
銘
氏
は
推
進
、
金
城
氏
は
住
民

老
齢
の
た
め
引
退
。
後
任
の
新
人
で
前

北
中な

か
ぐ
す
く城
村
長
の
新
垣
邦
男
氏
（
65
）

＝
社
民
＝
は
、
知
名
度
で
劣
る
上
に
、

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
が
弱
体
化
す
る

中
、「
盤
石
な
戦
い
と
は
言
え
な
い
」

（
新
垣
選
対
）。
こ
れ
に
対
し
、
２
期
連

続
で
比
例
復
活
の
前
職
の
宮
崎
政
久
氏

（
56
）
＝
自
民
＝
は
、「
今
度
こ
そ
は
選

挙
区
当
選
を
」
と
決
意
を
固
め
て
い
る

が
、
最
近
の
世
論
調
査
で
は
10
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
水
を
あ
け
ら
れ
、
厳
し
い
戦
い

だ
。

　
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
と
な
る
名

護
市
辺
野
古
を
抱
え
る
３
区
も
注
目
。

３
区
は
玉
城
知
事
の
地
盤
で
、
前
職

　

こ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

公
明
の
動
き
だ
。「
選
挙
区
は
自
民
、

比
例
は
公
明
」。
沖
縄
で
は
自
公
セ
ッ

ト
の
選
挙
戦
を
徹
底
し
て
い
る
。
公
明

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態

宣
言
下
で
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
辞
職
し

た
遠
山
清
彦
氏
の
あ
と
、
沖
縄
県
出
身

の
元
県
議
・
金
城
泰
邦
氏
が
九
州
比
例

に
立
候
補
し
た
。
金
城
氏
の
当
選
の
た

め
に
は
、
全
区
で
自
民
候
補
が
得
票
を

伸
ば
す
こ
と
が
肝
要
な
こ
と
か
ら
、
公

明
は
組
織
的
で
強
力
な
選
挙
運
動
を
展

開
し
て
い
る
。

 
経
済
復
興
か
基
地
移
設
反
対
か

　
最
大
の
焦
点
は
、
共
産
が
唯
一
小
選

挙
区
議
席
を
持
つ
１
区
だ
。
１
区
は
前

職
３
氏
に
よ
る
三
つ
ど
も
え
の
激
し
い

選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
過

去
２
回
連
続
で
、
基
地
移
設
反
対
を
訴

え
、
保
守
分
裂
に
よ
る
漁
夫
の
利
を
得

た
形
で
共
産
の
赤
嶺
政
賢
氏
（
73
）
が

当
選
し
た
。
今
回
は
、「
比
例
は
公
明
」

と
が
っ
ち
り
手
を
組
ん
だ
國
場
幸
之
助

氏
（
48
）
＝
自
民
＝
が
、
コ
ロ
ナ
対
策

と
経
済
振
興
を
公
約
し
て
、
そ
の
流
れ

を
止
め
ら
れ
る
か
。
一
方
、
Ｉ
Ｒ
誘
致

の
収
賄
疑
惑
で
日
本
維
新
の
会
を
除
名

さ
れ
、
自
民
復
党
を
求
め
て
自
民
県
連

か
ら
拒
否
さ
れ
た
下
地
幹
郎
氏
（
60
）

＝
無
所
属
＝
は
、「
当
選
し
て
自
民
の

追
加
公
認
を
も
ら
う
」
と
意
気
込
ん
で

い
る
。
保
守
分
裂
で
、
國
場
氏
は
、
大

票
田
の
那
覇
市
で
市
議
選
の
得
票
数
に

上
乗
せ
で
き
る
か
が
勝
負
だ
。

　
も
う
一
つ
は
、
小
選
挙
区
で
社
民
党

議
席
の
２
区
だ
。２
区
は
革
新
牙
城
で
、

参
院
１
期
衆
院
６
期
の
合
計
24
年
務
め

た
社
民
前
職
・
照
屋
寛
徳
氏
（
76
）
が

ち
上
げ
た
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
に
勢
い
が

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
小
選
挙
区
で
共

産
と
社
民
が
唯
一
議
席
を
確
保
し
た
。

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が
「
沖
縄

方
式
で
勝
利
す
る
」
と
強
気
の
発
言
を

す
る
の
も
沖
縄
で
の
小
選
挙
区
勝
利
が

あ
る
た
め
だ
。

 

亀
裂
生
じ
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」　

 

結
束
を
強
め
る
公
明

　
18
年
に
故
翁
長
前
知
事
の
県
政
を
継

承
す
る
と
し
て
玉
城
デ
ニ

ー
が
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
を

支
持
母
体
と
し
て
知
事
に

当
選
し
た
が
、
３
年
間
指

導
力
の
乏
し
い
玉
城
知
事

を
見
か
ね
て
、
こ
こ
に
き

て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力

に
亀
裂
が
生
じ
、
支
持
基

盤
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

　
７
月
の
那
覇
市
議
選
で

は
、
自
民
党
が
６
人
か
ら

10
人
に
議
席
を
伸
ば
し
た

一
方
で
、
共
産
党
現
職
が

２
人
落
選
し
た
。「
オ
ー

ル
沖
縄
」
の
実
権
を
握
ろ

う
と
す
る
共
産
党
に
対
し

て
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢

力
内
部
で
対
立
が
あ
っ
た

か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
第
49
回
衆
院
選
は
19
日
告
示
さ
れ
、
沖
縄
選
挙
区
は
１
～
４
区
で
政
権
与
党
の
自

民
、
公
明
と
革
新
系
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
が
激
突
し
て
い
る
。
自
公
が
推
す
保
守
系
候

補
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
と
経
済
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
方
で
、
革
新

勢
力
は
政
権
批
判
を
強
め
な
が
ら
基
地
問
題
を
争
点
化
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い

る
。
自
公
連
立
発
祥
の
地
、
沖
縄
で
自
公
が
議
席
を
取
り
戻
す
か
、
共
産
主
導
の
革

新
共
闘
体
制
が
議
席
を
確
保
す
る
か
。
全
国
で
唯
一
、
共
産
と
社
民
の
候
補
が
選
挙

区
で
当
選
し
て
い
る
沖
縄
だ
け
に
、
全
国
的
に
注
目
が
集
ま
る
。
来
年
９
月
に
実
施

さ
れ
る
県
知
事
選
の
試
金
石
と
な
る
。

典
に
多
数
参
加
し
て
交
流
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
大
阪
か
ら
参
加
し
た
辻
井
副

会
長
は
、「
私
も
遺
族
の
一
人
だ
か
ら

や
っ
て
き
た
。
日
本
と
台
湾
は
兄
弟
で

あ
り
、
親
戚
の
よ
う
な
も
の
で
、
台
湾

の
有
事
は
日
本
の
有
事
で
あ
る
」
と
述

べ
、
最
近
の
台
湾
海
峡
の
軍
事
的
緊
張

の
中
で
英
霊
に
対
す
る
顕
彰
祭
を
行
う

意
義
を
強
調
し
た
。

　
催
事
の
途
中
、
日
本
統
治
下
の
台
湾

で
生
ま
れ
育
ち
な
が
ら
、
戦
後
に
日
本

国
籍
を
喪
失
し
た
の
は
不
当
と
し
て
日

本
国
籍
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
日
本
政

府
に
確
認
を
求
め
た
日
本
国
籍
確
認
訴

訟
の
原
告
の
一
人
、
楊よ

う
ふ
く
せ
い

馥
成
さ
ん
が
参

加
。
楊
さ
ん
は
、「
私
は
自
分
が
日
本

人
だ
と
い
う
こ
と
を
片
時
も
忘
れ
た
こ

と
は
な
い
。
日
本
軍
属
と
し
て
戦
っ
た

こ
と
で
日
本
国
籍
を
求
め
て
い
る
人
が

今
も
台
湾
に
い
る
と
い
う
事
実
を
日
本

人
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

で
今
回
の
訴
訟
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」

と
、訴
訟
の
動
機
と
経
緯
を
説
明
し
た
。

　
自
由
国
民
連
合
と
し
て
は
、
中
国
共

産
党
の
台
湾
へ
の
軍
事
的
侵
攻
を
警
戒

す
る
た
め
に
も
、
日
本
と
台
湾
と
の
関

係
重
視
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
中
国
共

産
党
の
対
日
工
作
の
拠
点
の
最
前
線
が

沖
縄
で
あ
り
、
沖
縄
と
台
湾
と
の
歴
史

的
、
人
的
交
流
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
台
湾
平
和
基

金
会
の
西
田
健

次
郎
理
事
長
、

日
本
李
登
輝
友

の
会
の
辻
井
正

房
副
会
長
、
琉
球
華
僑
総
会
の
江
夏
禄

栄
会
長
、
太
田
守
糸
満
市
議
会
議
長
ら

が
代
表
し
て
玉
串
を
奉
奠
し
た
。

　
祭
事
の
後
、
参
加
者
の
交
流
会
が
行

わ
れ
た
。
范
所
長
は
、「
沖
縄
で
こ
う

し
た
顕
彰
祭
が
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
に

台
湾
人
を
代
表
し
て
感
謝
し
た
い
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
「
来
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
衰
退
し
、
台
湾
と
沖
縄
の
人
が
祭

明
約
１
万
５
千
人
）
と
言
わ
れ
る
日
本

国
籍
の
台
湾
出
身
者
を
顕
彰
す
る
第
９

回
台
湾
出
身
戦
没
者
顕
彰
祭
が
10
月
17

日
、
沖
縄
県
糸
満
市
の
摩
文
仁
の
丘
に

あ
る
台
湾
の
塔
前
で
行
わ
れ
た
。
昨
年

同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
参
加
人
数

を
制
限
す
る
中
、
台
北
駐
日
経
済
文
化

代
表
処
那
覇
分
処
の
范
振
國
処
長
は
じ

め
関
係
者
約
40
人
が
集
ま
っ
た
。
顕
彰

祭
は
例
年
、
沖
縄
の
「
慰
霊
の
日
」
の

翌
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
10
月
と
な
っ
た
。

　
祭
事
は
、
沖
縄
県
波
の
上
宮
の
大
山

晋
吾
禰
宜
が
祭
主
と
し
て
祭
詞
奏
上
し

た
あ
と
、
范
処
長
、
一
般
社
団
法
人
日

　
先
の
大
東
亜
戦
争
で
戦
没
し
た
約
３

万
５
千
人
（
死
者
約
２
万
人
、
行
方
不

「
自
公
」対「
オ
ー
ル
沖
縄
」総
決
戦

自
公
は
共
産
と
社
民
か
ら
議
席
奪
還
で
き
る
か

「
日
本
と
台
湾
は
、
兄
弟
で
あ
り
親
戚
」

第
９
回
台
湾
出
身
戦
没
者
顕
彰
祭

岸
田
首
相
夫
人
の
裕
子
さ
ん
の
応
援
を
受
け
て
気
勢
を
上

げ
る
自
民
の
国
場
幸
之
助
氏
と
公
明
の
金
城
泰
邦
氏

第9回台湾出身戦没者顕彰祭に参列した関係者

顕彰祭に参加した台湾
人元軍属の楊馥成（よ
うふくせい）さん

合
意
の
な
い
配
備
に
は
反
対
と
主
張
し

て
い
る
。

　
「
絶
対
に
４
区
は
落
と
せ
な
い
。
で

き
れ
ば
二
つ
は
取
り
た
い
」
と
意
気
込

む
自
民
党
県
連
幹
部
。「
少
な
く
と
も

三
つ
、
で
き
れ
ば
全
区
で
勝
っ
て
知
事

に
勢
い
を
つ
け
た
い
」と
期
待
す
る「
オ

ー
ル
沖
縄
」
陣
営
の
あ
る
県
議
。

　
今
回
の
衆
院
選
は
、
来
年
９
月
に
実

施
さ
れ
る
県
知
事
選
の
試
金
石
と
な
る

の
は
間
違
い
な
い
。

衆　院　選
沖縄選挙区

沖縄選挙区立候補者一覧（届け出順）
　　名　前	 党派　新旧　当選回数
▼1区
赤嶺　政賢（73）	 共産　	前	 ７回
國場　幸之助（48）	自民　	前	 ３回
下地　幹郎（60）	 無　　	前	 ６回
▼2区
宮崎　政久（56）	 自民　	前	 ３回
中村　幸也（41）	 Ｎ党　	新　	 		―
新垣　邦男（65）	 社民　	新　	 		―
山川　泰博（51）	 維新　	新　	 		―
▼3区
屋良　朝博（59）	 立民　	前　	 １回
島尻　安伊子（56）	自民　	新　	 		―
▼4区
西銘　恒三郎（67）	自民　	前　	 ５回
金城　徹　（68）　	 立民　	新　	 		―　


